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ＤＸ推進に関するこれまでの取り組み

Web口座振替受付

水道開閉栓の
オンライン手続き

水道
申込

AIによる管路劣化予測 キャッシュレス
決済の導入

Web会議の導入
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今後

水道施設の遠隔監視 樋門の遠隔操作



今後検討を進めていく取り組み

上下水道料金アプリの提供

窓口業務のオンライン化

スマートメータの導入

情報のデジタル化
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給排水工事申請システムの導入下水道管路情報のウェブ公開

ウェブ上で閲覧可

令和５年度実施済

クラウドの活用 施工情報システムの導入



現在進めている取り組み：システムの更新・統合
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上下水道局のシステム

次期包括業務委託で構築

情報の連携が可能に！



現状

現在進めている取り組み：情報の連携・環境統一
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➢企業会計システム
➢固定資産管理システム
➢上下水道料金調定システム
➢給水装置台帳管理システム
➢管路管理システム
➢下水道台帳管理システム

…など…

上下水道局の情報環境

➢文書管理システム
➢財務会計システム
➢人事給与システム
➢庶務事務システム

※文書決裁や退勤管理等に使用する環境

郡山市の情報環境



将来

現在進めている取り組み：情報の連携・環境統一
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➢企業会計システム
➢固定資産管理システム
➢上下水道料金調定システム
➢給水装置台帳管理システム
➢管路管理システム
➢下水道台帳管理システム

…など…

➢文書管理システム
➢財務会計システム
➢人事給与システム
➢庶務事務システム

郡山市の情報環境

事務フローの
簡素化・省力化

ＲＰＡの利用も可能



本市における先進的な試み

漏水疑い

水質検査

経験から判断
（定性的）

確率で判断
（定量的）

過去の検査
結果を学習

AIによる解析
(水道水である確率○％)

漏水判定のフロー図
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